
                            （A4判）

平成 年 月 日

独立行政法人日本学生支援機構
理事長　殿

私は、海外留学支援制度（大学院学位取得型）の派遣学生として採択された場合の
海外留学期間中の日本国内における連絡人について、下記のとおり届出いたします。

（連絡人）

〔以下、連絡人が記入〕

私は、  　　　　　　　　 が 海外留学支援制度（大学院学位取得型）の派遣学
生として採択された場合、海外留学期間中の日本国内の連絡人として、本人が
貴機構と直接連絡できない場合、本人に代わって貴機構との連絡の窓口になる
とともに、本人が災害・事故・病気等の不測の事態に遭遇した場合、その対応に
協力することに同意いたします。

平成 年 月 日

　
（連絡人）

✓ はい

様式１-1

日本国内在住の成人である    

申請者との
続柄・関係

×××@jasso.go.jp

父

29

連　絡　人　届　出　書

機構　太郎

機構　次郎

e-mail

住所 １５３－８５０３　東京都目黒区駒場４－５－２９

申請者氏名

29

（ふりがな）

10

印

20

電話番号

（ふりがな） きこう　じろう

氏名 機構　次郎

０３－６４０７－７４５７

きこう　じろう

氏名

印

機構　太郎

10

19

１５３－８５０３　東京都目黒区駒場４－５－２９住所

 入力例 

必ず押印してください。 
押印が無いものは受付できません。 

必ず押印してください。 
押印が無いものは受付できません。 

必ず連絡人が記入してください。申請者本人
が記入したものは受付できません。 

本人作成欄 

連絡人・保護者手書き記入欄 

PDF 



　 様式1-2

機構  太郎

応募者及び応募する留学計画の要件 ■ 確認 □ 不備 　 　

マイページから提出するデータ
Excelファイル提出物 「様式２願書ファイル（個人応募）」

①連絡人届出書(様式１)　※押印２箇所あり ■ 確認 □ 不備 　 　

②様式２－２経歴書 ■ 確認 □ 不備 　 　

③留学計画書(様式２－３) ■ 確認 □ 不備 　 　
④日本社会への貢献について(様式２－４) ■ 確認 □ 不備 　 　

⑤留学先大学に関する書類（様式２－５）
第1希望 ■ 確認 □ 不備 　 　
第2希望 ■ 確認 □ 不備 　
第1希望 ■ 確認 □ 不備 　 　
第2希望 ■ 確認 □ 不備
第1希望 □ 確認 □ 不備 ■ 明示なし 　
第2希望 ■ 確認 □ 不備 □ 明示なし
第1希望 ■ 確認 □ 不備 　 　
第2希望 ■ 確認 □ 不備
第1希望 ■ 確認 □ 不備 　 　
第2希望 ■ 確認 □ 不備
第1希望 ■ 確認 □ 不備 　 　
第2希望 ■ 確認 □ 不備

⑥成績評価係数計算書(様式２－６) ■ 確認 □ 不備 　 　

PDF提出物  ※⑦～⑯の順に並べ替えの上、１つのPDFファイルを作成すること(原本は採用決定まで適切に保管すること）。
⑦連絡人届出書(様式1-１)　※押印２箇所あり ■ 確認 □ 不備 　 　
⑧出願書類確認表（様式1-2）（本表） ■ 確認 □ 不備
⑨ 代表的論文の抜粋（Ａ４  2枚程度）（様式2-2別添） ■ 確認 □ 不備
⑩ 留学先大学の情報（ＨＰなどの写し）（様式2-5別添） ■ 確認 □ 不備
⑪大学学部以後の直近の学業成績証明書【後日原本提出】 ■ 確認 □ 不備 　 　

⑫大学学部以降の卒業(修了)証明書　(又は見込証明書）【後日原本提出】 ■ 確認 □ 不備 　 　
⑬在学(職)証明書【後日原本提出】 ■ 確認 □ 不備 □ 不要

⑭日本国籍又は日本での永住許可を証明する書類 ■ 確認 □ 不備
⑮留学先大学からの入学許可書の写し 第1希望 □ 有 □ 有(条件付） □ 無（内諾書）

□ 無（問合せ中のメール等） ■ 無
第2希望 □ 有 ■ 有(条件付） □ 無（内諾書）

□ 無（問合せ中のメール等） □ 無
⑯-1英語（語学）能力試験証明書 ■ 確認 □ 不備 □ 不要
  （ア) 使用言語が英語の場合、次のいずれかの水準を満たすこと。

a

b

  (イ) 使用言語が英語以外の場合、留学先大学が求める水準を満たすこと。

⑯-2語学能力証明書（所定様式）【該当者のみ使用】【後日原本提出】 ■ 確認 □ 不備 □ 不要

紙媒体提出物
  推薦状【推薦者用】  ２名分 ■ 確認 □ 不備 　 　

　

上記のとおり、確認したことを証明します。
応募者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

チェック者名：

応募者との関係：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 

学事日程（入学までの日程を含むこと）

学位取得に必要な授業料金額（年次別に記載）

留学先大学所在都市の危険情報

　※別添資料「留学先大学の情報（ＨＰなどの写し）」の必要箇所にマーカーや下線を引き、PDF化したか

２．６以上であるか（小数点第3位を四捨五入）

応募者提出書類をチェックしてください。手書き作成の後、ＰＤＦにしてください。

平成30年度海外留学支援制度（大学院学位取得型）「個人応募」出願書類確認表

応募者氏名：

要件

　 募集要項に記載されている要件をすべて満たしている。また日本の大学に在籍がない。

大学学部卒業見込み者、修士課程及び博士課程在籍中の者は、申請時点での直近の成績証明書を添付している。
大学学部以後の課程に進学した者については、直近の成績証明書以外に、学部以後すべての学業成績証明書も参考資料として添付している。

漏れなく記入されているか。写真もあるか。
留学期間・支援対象期間が正式な授業開始からとなっているか
支援対象期間は修士24か月、博士36か月以内となっているか

学歴、職歴、研究歴、取得した学位、発表論文、著書等(関係年月日を記入のこと)
※別添「代表的論文の抜粋（Ａ４  2枚程度）」をPDF化したか（なお、論文執筆言語が日本語以外の場合、①執筆言語による代表的論文の抜粋
（Ａ４  2枚程度）及び②和訳の２点が必要）。

期間内に学位取得可能であること

留学先大学の概要

求められる語学能力

在学もしくは在職していない場合は提出不要

留学先大学がTOEFL PBT、iBT、IELTSの具体的な点数を明示していない（語学要件を設けていない、
上記3つ以外の検定試験を要件としている、又は大学独自の基準による場合等を含む。）

TOEFL PBT 600点、iBT 100点又はIELTS 7.0以上

留学先大学の求める語学能力がTOEFL PBT 600点、TOEFL iBT 100点又はIELTS 7.0以上と具体的
点数で明示されている場合

留学先大学の求めるスコア以上

c
留学先大学の求める語学能力がTOEFL PBT 600点、TOEFL iBT 100点又はIELTS 7.0未満と具体的
点数で明示されている場合

次の2つのスコア要件を両方満たす

①TOEFL PBT550点、iBT80点又はIELTS 6.0以上

②留学先大学の求めるスコア以上

第1希望 第2希望

 ※具体的点数が明示されていない場合は「明示なし」と記入。
 ※語学検定が実施されていない言語の場合、⑯－2 「語学能力証明書（所定様式）【該当者のみ使
用】」を提出。

点数

留学先大学が求める点数

父

平成２９年１０月２０日

入学許可書または内諾書等の写しおよび日本語訳が添付されているか

　　【注意】語学能力試験証明書は、申請締め切り日から過去２年以内に受験したもののみ有効です。

       英語（語学）能力試験が実施されている言語により留学するものは不要。

未開封のままであること

機構  太郎

機構  次郎

PDF 

チェック例 


